
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パチンコ機を複数列設可能であり、
　揚送されたパチンコ玉を貯留するパチンコ島台上部に設けられた上部タンクと、
　前記上部タンクより各パチンコ機にパチンコ玉を配給する本流樋と、
　パチンコ玉を前記上部タンクへと揚送する揚上装置と、
　パチンコ玉を貯留するとともに、パチンコ島台内下部に、前記揚上装置に向って下方に
傾斜するように設けられた下部タンクと、
　からなるパチンコ島台であって、
　前記複数列設されたパチンコ機の上部に

ことを特徴とする玉貯留タンクを有するパチンコ島台。
【請求項２】
　前記中継タンクが複数の中継タンクから成り、それぞれの中継タンクの最下部から延設
される連結管が、前記下部タンクにそれぞれ連結されている請求項１に記載の玉貯留タン
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は、前記上部タンクからパチンコ島台の端部方
向に向って下方に傾斜するように延設され、該延設される長手方向側面に複数の排出口が
形成されたオーバーフロー樋と、該オーバーフロー樋の下部に配置され、前記上部タンク
からパチンコ島台の端部方向に向って下方に傾斜する中継タンクと、が配設されており、
前記上部タンクよりオーバーフローして前記オーバーフロー樋内に流入されたパチンコ玉
が、前記オーバーフロー樋側面の複数の排出口を介して前記中継タンク内に落下されるよ
うになっているとともに、前記傾斜した中継タンクの最下部から延設される連結管が、前
記下部タンクに連結されている



クを有するパチンコ島台。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、主に複数のパチンコ機が列設されてなるパチンコ島台に係わり、特に前記各パ
チンコ機へ配給するパチンコ玉を多量に貯留できるパチンコ島台に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、複数のパチンコ機が列設されてなるパチンコ島台において、パチンコ玉は、例えば
図８に示されるように島台内で循環されるようになっている。これを詳述すると、パチン
コ機０３にはパチンコ島台０１上部に設けられた上部タンク０２内に貯留されたパチンコ
玉がそれぞれ配給されるようになっており、前記パチンコ機０３より排出されるパチンコ
玉は回収樋等を有する下部タンク０４内に回収された後、揚上装置０５より再び上部タン
ク０２内に戻されるようになっている。
【０００３】
また、前記下部タンク０４には、パチンコ機０３より遊技者０６に対して賞球されたパチ
ンコ玉が計数機０７を介して回収されるようになっているとともに、下部タンク０４の一
部としての予備タンク０９には、上部タンク０２よりオーバーフローしたパチンコ玉がオ
ーバーフロー樋０８を介して回収され、一時的に貯留されるようになっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながらこのようなパチンコ島台にあっては、通常の遊技時においては前述のように
上部タンク０２及び下部タンク０４内に貯留された適宜量のパチンコ玉をスムーズに効率
よく島台内を循環させることができるが、遊技者に対する賞球が著しく増加した場合等に
あっては、前記上部タンク０２及び下部タンク０４内に貯留されたパチンコ玉の多くが外
部に排出されることになり、各パチンコ機０３へ配給するためのパチンコ玉が不足する恐
れがあった。
【０００５】
そこで、各パチンコ島台０１内のパチンコ玉の貯留量を多くするために上部タンク０２及
び下部タンク０４等の容量を大きくするといったことが考えられるが、前記上部タンク０
２はパチンコ島台０１外上部に設けられているため、容量を大きくすると天井を高く設計
しなければならないばかりか、見栄えが悪くなり、また下部タンク０４にあっては予備タ
ンク０９を増設してパチンコ島台０１の長手方向に長くして容量を増やすことが考えられ
るが、限界がある。また下部タンクを幅広に形成しようとすると表裏のパチンコ島台０１
の間隔が広くなってしまい、各パチンコ島台０１間の遊技スペースが狭くなるといった問
題があった。
【０００６】
また、他の方法として複数のパチンコ島台０１の上部タンク０２同士を連結したり、或い
は所定の上部タンク０２をホール内に設けられたパチンコ玉の貯留室等に直接連結するこ
と等により、各パチンコ島台０１相互のパチンコ玉の貯留量を調整出来るようにすること
も可能であるが、連結するための装置が大掛かりとなり、全体の制御も複雑になるといっ
た問題があった。
【０００７】
本発明は、上記問題点を解決するためになされたもので、パチンコ島台内により多くのパ
チンコ玉を効率よく貯留でき、かつパチンコ玉をスムーズに循環させることが出来るパチ
ンコ島台を提供することを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明の玉貯留タンクを有するパチンコ島台にあっては、
　パチンコ機を複数列設可能であり、
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　揚送されたパチンコ玉を貯留するパチンコ島台上部に設けられた上部タンクと、
　前記上部タンクより各パチンコ機にパチンコ玉を配給する本流樋と、
　パチンコ玉を前記上部タンクへと揚送する揚上装置と、
　パチンコ玉を貯留するとともに、パチンコ島台内下部に、前記揚上装置に向って下方に
傾斜するように設けられた下部タンクと、
　からなるパチンコ島台であって、
　前記複数列設されたパチンコ機の上部に

ことを特徴としている。
　この特徴によれば、中継タンクが前記パチンコ機の上部に配設されることで、パチンコ
島台内の空きスペースを効率よく利用してより多くのパチンコ玉を貯留させておくことが
可能となるため、遊技者に対する賞球が増加してもパチンコ玉が不足することがない。ま
た、逆に短時間内に遊技者から大量のパチンコ玉の返却があっても受け入れ、一時貯留す
ることができる。さらにパチンコ玉はパチンコ島台内を揚送と自然落下によりスムーズに
循環するため、特別な装置も不要であり、下部タンクが満杯になると、連結管に貯まり、
続いて中継タンクに貯まることになるため、上部タンクの玉不足の際に瞬時に、かつ多量
のパチンコ玉を上部タンクへ揚送できることになる。
【００１２】
　本発明の玉貯留タンクを有するパチンコ島台にあっては、
　前記中継タンクが複数の中継タンクから成り、それぞれの中継タンクの

ことが好ましい。
　このようにすることで、複数の連結管により下部タンクへパチンコ玉を供給できるため
、パチンコ玉供給スピードが迅速となりスムーズな玉循環が可能となる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明していくと、まず本発明実施例のパチン
コ島台は、個々のパチンコ島台１内において必要とするパチンコ玉を予め保有し、かつ賞
球として外部に排出されたパチンコ玉は全てそのパチンコ島台に返却し、循環させる通常
「独立島」と呼ばれる形態になっており、図１にはそのパチンコ島台１における大まかな
パチンコ玉の循環経路が示されている。
【００１４】
パチンコ島台１内のパチンコ玉は、主にこのパチンコ島台１上部に設けられた上部タンク
２内と、各パチンコ機３下方に設けられた下部タンク４、及び下部タンクの補助として機
能する予備タンク２３内とに貯留されており、通常、パチンコ機３には前記上部タンク２
より本流樋５を介して配給され、そしてパチンコ機３より排出されるようになっている。
【００１５】
回収樋より収集されたパチンコ玉は揚上装置７により揚上樋８を介して上方に搬送され、
再び上部タンク２内に返却されるようになっており、さらに上部タンク２からは下部タン
ク４に連結するオーバーフロー樋９が延設され、前記上部タンク２よりオーバーフローし
たパチンコ玉が下部タンク４内に排出されるようになっている。ここで本実施形態として
は、前記オーバーフロー樋９の途中に中継タンク１０が配設されている。
【００１６】
なお、パチンコ機３より遊技者に対して排出される賞球は、基本的に各パチンコ島台１の
略中央位置に配設された計数器１１を介して再び下部タンク４内に返却されるようになっ
ている。
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は、前記上部タンクからパチンコ島台の端部方
向に向って下方に傾斜するように延設され、該延設される長手方向側面に複数の排出口が
形成されたオーバーフロー樋と、該オーバーフロー樋の下部に配置され、前記上部タンク
からパチンコ島台の端部方向に向って下方に傾斜する中継タンクと、が配設されており、
前記上部タンクよりオーバーフローして前記オーバーフロー樋内に流入されたパチンコ玉
が、前記オーバーフロー樋側面の複数の排出口を介して前記中継タンク内に落下されるよ
うになっているとともに、前記傾斜した中継タンクの最下部から延設される連結管が、前
記下部タンクに連結されている

最下部から延設
される連結管が、前記下部タンクにそれぞれ連結されている



【００１７】
図２～５に基づいてパチンコ島台１内の構造を詳細に説明する。前記本流樋５は、パチン
コ島台１の略中央に設けられた上部タンク２下部より前記パチンコ島台１の両端に向って
それぞれ下方に傾斜するように延設されており、その途中には各パチンコ機３に連結する
補給シュート１２が複数配設されている。尚、５ａは本流樋５内のパチンコ玉を強制的に
外部に排出するための排出ホースであり、通常時において前記排出ホース５ａ内にパチン
コ玉が流入することはない。
【００１８】
本実施例における下部タンク４（従来の予備タンクも含めて下部タンクという）は、パチ
ンコ島台１の略中央より上面が開口する複数のタンク４ａ、４ｂ、４ｃにより構成されて
おり、これらタンク４ａ、４ｂ、４ｃ内を貫通して回収樋６、６が敷設されている。そし
て各パチンコ機３の背面に設けられた排出管３ａの先端が前記回収樋６近傍まで延設され
ており、アウト玉が回収樋６内に案内されるようになっている。
【００１９】
これらタンク４ａ、４ｂ内上部には、前述のオーバーフロー樋９に、中継タンク１０及び
該中継タンク１０より下方に延びる連結管としての連結ホース９ａを介して連通する誘導
樋１３が配設されている。この誘導樋１３の左右側面には複数の排出口１４が形成されて
いるとともに、先端にも排出口１５が開設されている。
【００２０】
また、この誘導樋１３は左右に設けられた回収樋６、６間に所定隙間Ｐをもって配設され
ており（図４参照）、かつこの誘導樋１３及び前記隙間Ｐの上面が上板１３ａにより閉塞
されているので、タンク４ａ、４ｂ内には上面が回収樋６、６、誘導樋１３の下面及び上
板１３ａにより覆われる実質的に玉を貯留する場所としての予備タンク２３が形成されて
いる。この予備タンク２３は、前記誘導樋１３の前記排出口１４、１５を介して誘導樋１
３に連通されている。
【００２１】
タンク４ａのパチンコ島台１の中央寄りには連結樋１６を介して揚上装置７に連結する排
出室１７が形成されている。そして前記排出室１７の一側面を構成するタンク４ａの側板
１８には、排出室１７内と、回収樋６、６内及びタンク４ａ内に形成される予備タンク２
３内とを連通する連通口１９、２０とがそれぞれ形成されている。前記連通口２０には上
下に摺動可能なシャッタ板２１ａを有するシャッタ装置２１が固設されているので、予備
タンク２３内に貯留されたパチンコ玉を必要に応じて排出室１７内に送出することが可能
となっている。
【００２２】
前記中継タンク１０は、特に図５に示されるように上面が開放されたタンク１０ａ、１０
ｂとからなり、これらの上部には上部タンク２の所定高さ位置より延設されたオーバーフ
ロー樋９が配設されている。このオーバーフロー樋９もパチンコ島台１の中央から両端に
いくに従い下方に傾斜しており、側面には複数の排出口２２が形成されている。さらにこ
れらタンク１０ａ、１０ｂの側端面最下部からは連結管９ａ、９ａが延設され、下方の誘
導樋１３にそれぞれ連結されている。尚、このタンク１０ａ、１０ｂを構成する底板及び
側板にはパチンコ玉より小径のパンチ穴が複数穿設され、タンク１０ａ、１０ｂの軽量化
及びパチンコ玉とタンクとの衝突時の消音が図られている。
【００２３】
揚上装置７は、連結樋１６及び玉計数器１１により収集されたパチンコ玉を、揚上樋８を
介して上部タンク２内に揚送するための適宜リフト装置（特に図示せず）が内装されてい
る。前記揚上樋８の上端は、図２及び図７に示されるように上部タンク２内上部まで延設
されており、この上端より前記リフト装置により揚送されたパチンコ玉が上部タンク２内
に排出されるようになっている。
【００２４】
次に、このように構成された本発明実施例としてのパチンコ玉貯留用中継タンクを有する
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パチンコ島台におけるパチンコ玉の循環及びその制御方法について図１～図７に基づいて
説明する。図２及び図７中において斜線部分はパチンコ玉が充満されている状態を表し、
各矢印はパチンコ玉の移送方向を表している。
【００２５】
まず、通常時においてパチンコ玉は、図２に示されるように主に上部タンク２と、下部タ
ンク４としてのタンク４ａ、４ｂ内に形成された予備タンク２３内とに貯留されている。
本流樋５内には上部タンク２内に貯留されていたパチンコ玉が常に流入されるようになっ
ている。またパチンコ機３より排出されるアウト玉は、図３、図４、図７に示されるよう
に回収樋６内により連通口１９を介して常時排出室１７内に流入した後、揚上装置７によ
り揚上樋８を介して揚送され、再び上部タンク２内に還元され、循環するようになってい
る。
【００２６】
この時、排出室１７内に設けられたシャッタ装置２１のシャッタ板２１ａにより連通口２
０が閉塞されていることで、循環されないタンク４ａ、４ｂの予備タンク２３内のパチン
コ玉は予備のパチンコ玉として貯留されている。そして中継タンク１０内には上部タンク
２内よりオーバーフローした玉が所定量貯留されている状態となっている。
【００２７】
次に各遊技者に対する賞球量が増加すると、パチンコ島台１内のパチンコ玉が外部に排出
てしまうとともに、各パチンコ機３への配給量に対するアウト玉として回収される回収量
が少なくなるため、図７に示されるように上部タンク２内のパチンコ玉の貯留量が減少し
ていく。そして上部タンク２内の貯留量が所定値以下になったことが、該上部タンク２に
設けられた適宜検知センサー（特に図示せず）等により検知されると、パチンコ島台１内
に設けられた適宜制御装置（特に図示せず）により排出室１７内に設けられたシャッタ装
置２１のシャッタ板２１ａが開放され、タンク４ａ、４ｂ内のパチンコ玉が揚上装置７に
より流出し、上方へ揚送され循環するようになる。尚、このシャッタ板２１ａを介して流
出されるパチンコ玉数は制御装置により制御されることが好ましい。
【００２８】
その後、賞球として外部に放出されたパチンコ玉が、各パチンコ島台１に設けられた計数
器１１を介して返却され始めると、今度は上部タンク２内にパチンコ玉が揚送され、各パ
チンコ機３に対する配給量に対して回収、返却量が上回るようになる。ここで上部タンク
２内にパチンコ玉が所定量以上に達すると、その後に上部タンク２内に流入されるパチン
コ玉はオーバーフロー樋９内に流出されることになる。
【００２９】
オーバーフロー樋９内に流入されたパチンコ玉の殆どはまず図５に示される排出口２２を
介して下流側のタンク１０ａ内に落下し、連結ホース９ａを介してタンク４ｂの誘導樋１
３を通過し、互いに隣接するタンク４ａ、４ｂの側板に設けられた連通口２４（図６参照
）を介して初めに下流側のタンク４ａの予備タンク２３内に貯留されていく。尚、上流側
のタンク１０ｂ内に落下した玉は前記タンク１０ｂの連結ホース９ａを通過し、タンク４
ａの予備タンク２３に適宜流入する。
【００３０】
下流側のタンク４ａが玉で満杯になると、次はタンク４ｂの予備タンク２３内がパチンコ
玉で充満され、図２の状態に戻ることになる。ここでさらに計数器１１からの大量のパチ
ンコ玉の返却が続いた場合、次々に上部タンク２内に揚送され、この分はオーバーフロー
してさらに中継タンク１０内に落下されていくことになるが、タンク４ａ、４ｂ内が既に
満杯の場合、タンク４ｂの連結ホース９ａ内にパチンコ玉が詰り、最終的にタンク１０ａ
、１０ｂの順に中継タンク１０内に玉が貯留されていくことになる。
【００３１】
この後、前記下部タンク４及び中継タンク１０内のパチンコ玉は制御装置により適宜量ず
つ再び使用され、循環するようになる。
【００３２】
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以上説明してきたように、本発明実施例のパチンコ島台にあっては、上部タンク２と下部
タンク４との間に、前記上部タンク２よりオーバーフローされたパチンコ玉を一時的に保
留出来る中継タンク１０が設けられているため、パチンコ島台１内により多くのパチンコ
玉を貯留させておくことが出来る。
【００３３】
また、中継タンク１０を下部タンク４と別途に設けることにより、パチンコ島台１を幅広
に形成しなくても、貯留容量を確保出来る。また、急激なパチンコ玉の賞出、返却、さら
には各遊技機の過酷な使用状態が発生したとしても、十分なパチンコ玉のスムーズな循環
によりこれら問題は十分に対処できることになる。
【００３４】
以上、本発明の実施形態を図面によって説明してきたが、具体的な構成はこれら実施形態
に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加があっても
本発明に含まれる。
【００３５】
【発明の効果】
本発明は次の効果を奏する。
【００３６】
　（ａ）請求項１の発明によれば、

させ
ておくことが可能となる 、遊技者に対する賞球が増加してもパチンコ玉が不足するこ
とがない。また、逆に短時間内に遊技者から大量のパチンコ玉の返却があっても受け入れ
、一時貯留することができる。さらにパチンコ玉はパチンコ島台内を揚送と自然落下によ
りスムーズに循環するため、特別な装置も不要であ

【００３７】
　（ｂ）請求項２の発明によれば、

【００４１】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明実施例のパチンコ島台内のパチンコ玉の循環経路を示す図である。
【図２】パチンコ島台の内部構造及びパチンコ玉の流れを示す要部概略図である。
【図３】図２の要部拡大斜視図である。
【図４】図３のＡ－Ａ断面図である。
【図５】図２の要部拡大斜視図である。
【図６】図２の要部拡大断面図である。
【図７】パチンコ島台内のパチンコ玉の循環経路を示す図である。
【図８】従来のパチンコ島台の内部構造及びパチンコ玉の流れを示す要部概略図である。
【符号の説明】
１　　　　　　　　パチンコ島台
２　　　　　　　　上部タンク
３　　　　　　　　パチンコ機
４　　　　　　　　下部タンク
４ａ、４ｂ、４ｃ　（下部）タンク
５　　　　　　　　本流樋
５ａ　　　　　　　排出ホース
６　　　　　　　　回収樋
７　　　　　　　　揚上装置
８　　　　　　　　揚上樋
９　　　　　　　　オーバーフロー樋
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中継タンクが前記パチンコ機の上部に配設されること
で、パチンコ島台内の空きスペースを効率よく利用してより多くのパチンコ玉を貯留

ため

り、下部タンクが満杯になると、連結
管に貯まり、続いて中継タンクに貯まることになるため、上部タンクの玉不足の際に瞬時
に、かつ多量のパチンコ玉を上部タンクへ揚送できることになる。

複数の連結管により下部タンクへパチンコ玉を供給で
きるため、パチンコ玉供給スピードが迅速となりスムーズな玉循環が可能となる。



９ａ　　　　　　　連結ホース（連結管）
１０　　　　　　　　中継タンク
１０ａ、１０ｂ　　　（中継）タンク
１１　　　　　　　　計数器
１２　　　　　　　　補給シュート
１３　　　　　　　　誘導樋
１４、１５、２２　　排出口
１６　　　　　　　　連結樋
１７　　　　　　　　排出室
１８　　　　　　　　側板
１９、２０　　　　　連通口
２１　　　　　　　　シャッタ装置
２１ａ　　　　　　　シャッタ板
２３　　　　　　　　予備タンク
２４　　　　　　　　連通口
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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